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業務粗利益、実質業務純益、コア業務純益、コア業務純益（除く投資信託解約損益）、業務純益 (単位　百万円)

種　　類
2018年度 2019年度

国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門 合計

資金運用収支 14,980 518 15,498 14,645 359 15,005

役務取引等収支 673 3 677 610 3 614

その他業務収支 347 20 368 △　  514 12 △  　502

業務粗利益 16,001 542 16,544 14,741 376 15,117

業務粗利益率 1.16% 1.82% 1.20% 1.05% 1.24% 1.08%

実質業務純益 3,613 2,157

コア業務純益 3,300 2,663
コア業務純益
（除く投資信託解約損益） 2,573 1,643

業務純益 3,613 1,924

(注) 1．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引等は国際業務部門に含めております。

2．業務粗利益率＝ 業務粗利益 ×100資金運用勘定平均残高
3．実質業務純益は、貸出金・有価証券・預金などの利息収支である「資金運用収支」、為替・証券関連などの「役務取引等収支」、債券や外国為替等の売買損益など

の「その他業務収支」の3項目を合計した「業務粗利益」から「経費（除く臨時処理分）」を控除したものです。株式の売却益や償却などの臨時損益は、実質業務
純益には含まれておりません。

4．コア業務純益は、一般貸倒引当金繰入前、国債等債券関係損益計上前の業務純益で銀行の本来業務から得られる利益を表すものです。
5．コア業務純益（除く投資信託解約損益）は、コア業務純益から「投資信託解約損益」を控除したものです。
6．業務純益は、実質業務純益から「貸倒引当金繰入額（一般）」を控除したものです。

資金運用・調達勘定平均残高、利息、利回り (単位　百万円)

国内業務部門

種　　類
2018年度 2019年度

平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定
（28,001）

1,373,922
（10）

15,485
1.12%

（28,576）
1,393,425

（9）
15,085

1.08%

資金調達勘定 1,395,248 505 0.03% 1,445,014 440 0.03%

(注) 1．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度65,985百万円、2019年度96,399百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高（2018年度
7,989百万円、2019年度7,916百万円）及び利息（2018年度2百万円、2019年度2百万円）を、それぞれ控除して表示しております。

2．（　）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息（内書き）であります。

国際業務部門

種　　類
2018年度 2019年度

平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 29,751 548 1.84% 30,328 388 1.28%

資金調達勘定
（28,001）

29,782
（10）

30
0.10%

（28,576）
30,337

（9）
28

0.09%

(注) 1．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度2百万円、2019年度2百万円）を控除して表示しております。
2．（　）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息（内書き）であります。

合計

種　　類
2018年度 2019年度

平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 1,375,672 16,023 1.16% 1,395,177 15,465 1.10%

資金調達勘定 1,397,029 524 0.03% 1,446,775 459 0.03%

(注) 1．資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度65,988百万円、2019年度96,401百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高（2018年度
7,989百万円、2019年度7,916百万円）及び利息（2018年度2百万円、2019年度2百万円）を、それぞれ控除して表示しております。

2．国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高及び利息は、相殺し記載しております。
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役務取引の状況 (単位　百万円)

種　　類
2018年度 2019年度

国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門 合計

役務取引等収益 2,377 12 2,389 2,318 11 2,330

役務取引等費用 1,703 8 1,711 1,708 7 1,715

受取利息・支払利息の増減 (単位　百万円)

国内業務部門

種　　類
2018年度 2019年度

残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 405 △　483 △　  78 211 △　610 △　399

支払利息 17 △　  42 △　  24 15 △　  80 △　  65

国際業務部門

種　　類
2018年度 2019年度

残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 128 71 199 7 △　167 △　160

支払利息 8 △　    6 1 0 △　    2 △　    1

合計

種　　類
2018年度 2019年度

残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 419 △　300 118 216 △　774 △　558

支払利息 18 △　  44 △　  25 15 △　  81 △　  65

(注) 1．残高及び利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減要因に含める方法によっております。
2．（合計）の受取利息・支払利息は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息を相殺して記載しております。

営業経費の内訳 (単位　百万円)

種　　類 2018年度 2019年度

給料・手当 6,907 6,930
退職給付費用 299 133
福利厚生費 240 248
減価償却費 790 757
土地建物機械賃借料 298 311
営繕費 106 113
消耗品費 240 239
給水光熱費 119 117
旅費 62 64
通信費 307 285
広告宣伝費 178 191
租税公課 841 804
その他 2,698 2,749
計 13,092 12,946

（注）損益計算書中「営業経費」の内訳であります。

その他業務収支の内訳 (単位　百万円)

種　　類
2018年度 2019年度

国内
業務部門

国際
業務部門 合計 国内

業務部門
国際

業務部門 合計

外国為替売買損益 ─ 20 20 ─ 12 12

商品有価証券売買損益 △　  0 ─ △　  0 △　  0 ─ △　  0

国債等債券関係損益 313 ─ 313 △ 506 ─ △ 506

その他 34 ─ 34 △　  8 ─ △　  8

合　計 347 20 368 △ 514 12 △ 502
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